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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ

Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で
す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作

品
を
引
用
の
範
囲
を
超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁

じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
キ
ュ
ア
ブ
ロ
ッ
サ
ム
達
が
誕
生
す
る
少
し
前
・
・
・

　
キ
ュ
ア
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
と
共
に
砂
漠
の
使
徒
と
戦
う
も
う
一
人
の
プ
リ
キ
ュ

ア
が
い
た
。

　
彼
女
た
ち
は
、
ダ
ー
ク
プ
リ
キ
ュ
ア
に
敗
れ
変
身
能
力
を
失
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
心
は
次
世
代
の
少
女
達
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
た
。
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ハ
ー
ト
キ
ャ
ッ
チ
プ
リ
キ
ュ
ア
!

オ
リ
キ
ャ
ラ
設
定

　

日
々
樹

ひ

び

き

椿
つ
ば
き

　
名
前
：

　

　
年
齢
：
１
７
歳

　
身
長
：
ゆ
り
よ
り
２
ｃ
ｍ
低
い

　
お
気
に
入
り
：
兄
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

　
嫌
い
：
雷

　
家
族
構
成
：
両
親
・
兄
・
鳥

　
趣
味
：
マ
ジ
ッ
ク

　
特
技
：
ポ
プ
リ
作
り

　
Ｃ
Ｖ
：
高
橋
美
佳
子

　
一
人
称
：
私

　
二
人
称
：
あ
な
た

　
兄
は
「
あ
ん
さ
ん
ぶ
る
ス
タ
ー
ズ
!
」
の
日
々
樹
渉
。

　
兄
と
見
た
目
が
ほ
ぼ
同
じ
。
た
だ
し
も
っ
と
か
わ
い
い
、
と
言
う
よ
り
女
性
ら

し
い
顔
つ
き
。
目
は
少
し
釣
り
目
気
味
で
大
き
い
。
髪
型
は
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
。

お
そ
ら
く
、
兄
と
区
別
す
る
た
め
で
あ
る
。
前
髪
は
同
じ
。

　
音
楽
の
才
能
は
あ
る
が
、
あ
ま
り
披
露
し
た
が
ら
な
い
。
む
し
ろ
マ
ジ
ッ
ク
を

披
露
す
る
↑

　
兄
が
落
と
し
た
大
人
し
さ
を
、
全
て
拾
っ
た
よ
う
に
大
人
し
い
、
物
静
か
な
性

格
。
案
外
口
下
手
な
う
え
に
毒
舌
だ
が
、
兄
に
は
言
葉
が
無
く
と
も
通
じ
る
↑

　
奇
人
と
知
り
合
い
。

　
正
義
や
悪
と
い
う
概
念
に
疑
問
を
抱
い
て
い
る
た
め
、
自
分
た
ち
を
「
正
義
の

味
方
」
だ
と
は
断
言
し
な
い
。
特
に
、
五
奇
人
が
天
祥
院
に
よ
っ
て
処
刑
さ
れ
て

か
ら
な
お
の
事
そ
う
思
っ
て
い
る
。

「
砂
漠
の
使
徒
」
と
和
解
す
る
こ
と
を
強
く
望
ん
で
い
る
。

　
本
編
開
始
前
に
あ
ん
ス
タ
キ
ャ
ラ
を
何
人
か
デ
ザ
ト
リ
ア
ン
か
ら
救
っ
て
い

る
。

　
プ
リ
キ
ュ
ア
へ
覚
醒
し
た
の
は
中
２
の
時
で
ゆ
り
と
同
時
。
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薫
子
か
ら
武
道
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
の
と
、
本
人
の
身
体
能
力
諸
々
が
合
わ

さ
り
変
身
し
た
ら
大
変
な
事
に
・
・
・

　
パ
ー
ト
ナ
ー
妖
精
は
サ
シ
ェ
。

　
原
作
が
始
ま
る
前
に
ゆ
り
と
同
じ
く
ダ
ー
ク
プ
リ
キ
ュ
ア
に
敗
れ
た
。
プ
リ

キ
ュ
ア
の
種
が
砕
け
た
こ
と
で
変
身
能
力
を
失
う
。

　
第
３
３
話
に
て
コ
ロ
ン
と
ゆ
り
、
サ
シ
ェ
に
諭
さ
れ
再
び
プ
リ
キ
ュ
ア
と
し
て

復
活
す
る
。

　
プ
リ
キ
ュ
ア
の
種
は
、
幸
い
砕
け
散
っ
た
破
片
全
て
が
こ
こ
ろ
の
大
樹
の
元
に

有
っ
た
の
で
、
復
活
し
た
。

　
こ
こ
ろ
の
花
は
、
プ
リ
キ
ュ
ア
の
種
が
復
活
す
る
ま
で
枯
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
た

め
、
そ
の
間
は
体
調
を
崩
し
や
す
か
っ
た
。

　　
こ
こ
ろ
の
花

　
白
の
椿

　
花
言
葉
は
「
控
え
め
な
素
晴
ら
し
さ
」「
気
取
ら
な
い
優
美
さ
」「
完
全
な
る
美

し
さ
」「
至
上
の
愛
ら
し
さ
」。

　　
プ
リ
キ
ュ
ア
に
変
身
し
た
時
の
姿

　
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
は
白
又
は
銀
。

　
変
身
し
た
時
の
髪
型
は
、
ス
ト
レ
ー
ト
で
変
身
前
の
つ
ぼ
み
み
た
い
に
な
り
、

銀
髪
。
ゴ
ム
の
所
に
は
紫
の
バ
ラ
の
輪
飾
り
で
、
頭
は
青
と
紫
の
小
さ
な
バ
ラ
の

花
冠
。

　
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
は
キ
ュ
ア
フ
ラ
ワ
ー
に
似
た
衣
装
で
２
つ
に
分
か
れ
て
い
る

ス
カ
ー
ト
。
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
と
同
じ
感
じ
の
。

　
ノ
ー
ス
リ
ー
ブ
で
白
色
。
お
花
は
付
い
て
な
い
。
ピ
ン
ク
の
部
分
は
薄
水
色

に
な
る
。

　
ロ
ン
グ
手
袋
は
な
く
ブ
ロ
ッ
サ
ム
た
ち
と
同
じ
く
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
。

　
ブ
ロ
ー
チ
は
キ
ュ
ア
フ
ラ
ワ
ー
の
よ
う
に
胸
の
前
で
薄
水
色
の
バ
ラ
。

　
ブ
ー
ツ
は
マ
リ
ン
位
の
長
さ
で
編
み
上
げ
。
リ
ボ
ン
が
外
側
の
サ
イ
ド
に
つ

い
て
い
る
。

　
妖
精
マ
ン
ト
無
し
で
も
飛
行
で
き
る
う
え
、
マ
ン
ト
を
使
う
と
光
速
と
な
る
。
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癒
す
力
も
合
わ
せ
持
つ
他
、
風
を
操
っ
た
り
と
特
殊
能
力
を
有
し
て
い
る
。

　
名
乗
り

　
宇
宙
に
花
開
く
一
輪
の
花
。
キ
ュ
ア
コ
ス
モ
ス
!

　
決
め
台
詞

　
無
し

　
技

　
コ
ス
モ
・
イ
ン
パ
ク
ト
・
・
・
マ
リ
ン
・
イ
ン
パ
ク
ト
と
同
系
統

　
コ
ス
モ
・
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
・
・
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
・
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
同

じ　
コ
ス
モ
ス
・
ウ
ィ
ン
グ
・
・
・
花
び
ら
を
突
風
で
た
た
き
つ
け
る
。
そ
こ
に
ダ

イ
ナ
マ
イ
ト
を
使
え
ば
引
火
も
す
る
↑

　
コ
ス
モ
ス
・
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
・
・
・
花
び
ら
を
相
手
の
所
に
行
か
せ
、
指
パ
ッ

チ
ン
で
爆
破
。
コ
ス
モ
ス
・
ウ
ィ
ン
グ
の
流
れ
技
で
よ
く
使
う
。

　
必
殺
技

　
プ
リ
キ
ュ
ア
・
ホ
ワ
イ
ト
フ
ォ
ル
テ
ウ
ェ
ー
ブ
・
・
・
ブ
ロ
ッ
サ
ム
た
ち
と
同

じ
技
だ
が
、
威
力
は
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
と
同
じ
レ
ベ
ル
。

　
プ
リ
キ
ュ
ア
・
フ
ロ
ー
ラ
ル
パ
ワ
ー
・
フ
ォ
ル
テ
ッ
シ
モ
・
・
・
一
人
で
発
動

可　
武
器

　
コ
ス
モ
タ
ク
ト
（
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
と
同
じ
色
で
、
ク
リ
ス
タ
ル
は
銀
色
。
他
の

子
達
よ
り
も
細
身
で
長
め
）

　
バ
リ
ア
を
張
れ
る
他
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
剣
の
よ
う
に
し
て
戦
う
こ
と
も
で
き

る
。

　　
ス
ー
パ
ー
シ
ル
エ
ッ
ト

　
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
と
ス
タ
イ
ル
は
同
じ
に
な
り
、
テ
ィ
ア
ラ
は
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
と

同
じ
に
な
る
。

　　
名
前
：
サ
シ
ェ

　
椿
の
パ
ー
ト
ナ
ー
妖
精
。

　
コ
ロ
ン
と
同
じ
色
だ
が
、
耳
が
大
き
く
、
垂
れ
て
い
る
。
目
が
タ
レ
目
。
耳
は
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ポ
プ
リ
と
同
じ
よ
う
に
紫
の
玉
の
飾
り
で
止
め
て
あ
る
。

　
体
の
傷
を
癒
す
力
と
テ
レ
ポ
ー
ト
を
持
つ
。

　
変
身
で
き
な
く
な
っ
た
椿
を
支
え
続
け
た
。

　
椿
の
兄
に
は
存
在
は
ば
れ
て
い
な
い
。
が
、
感
づ
か
れ
て
い
る
・
・
・
か
も
↑
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本
編
と
映
画
の
流
れ

　【
第
１
話
　
私
、
変
わ
り
ま
す
!
変
わ
っ
て
み
せ
ま
す
!
】

　
心
の
大
樹
の
前
で
戦
闘
中
　
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
、
コ
ス
モ
ス
Ｖ
Ｓ
サ
バ
ー
ク
博

士
、
ダ
ー
ク
プ
リ
キ
ュ
ア

　
サ
バ
ー
ク
博
士
の
不
意
打
ち
を
コ
ス
モ
ス
が
庇
い
、
変
身
が
強
制
解
除
さ
れ
る

　
ダ
ー
ク
プ
リ
キ
ュ
ア
の
フ
ォ
ル
テ
ウ
ェ
ー
ブ
で
ゆ
り
の
変
身
が
解
け
る

　
ダ
ー
ク
プ
リ
キ
ュ
ア
が
と
ど
め
を
刺
そ
う
と
す
る

「
終
わ
り
だ
!
」

　
ゆ
り
、
椿
は
プ
リ
キ
ュ
ア
の
種
で
バ
リ
ア
を
張
る

　
プ
リ
キ
ュ
ア
の
種
が
破
損
す
る

　
消
せ
な
か
っ
た
ダ
ー
ク
プ
リ
キ
ュ
ア
の
技
を
椿
が
ゆ
り
を
庇
う
事
で
、
椿
の
種

が
完
全
に
砕
け
る

（
こ
の
時
に
、
椿
は
意
識
を
失
う
）

「
椿
!?
」

　
ゆ
り
、
椿
を
揺
す
る
も
反
応
無
し

「
し
っ
か
り
し
て
!
」

　
ダ
ー
ク
プ
リ
キ
ュ
ア
、
追
撃
し
よ
う
と
す
る
も
サ
バ
ー
ク
博
士
に
止
め
ら
れ
る

「
も
う
い
い
、
十
分
だ
」

「
で
す
が
!
」

　
大
樹
の
と
こ
ろ
か
ら
サ
バ
ー
ク
と
ダ
ー
ク
プ
リ
キ
ュ
ア
が
去
っ
た
後
、
椿
の
意

識
か
戻
る

「
・
・
・
ゆ
、
り
・
・
・
」

「
椿
!
」

　
椿
が
ゆ
り
を
か
細
い
声
で
呼
ぶ

「
・
・
・
ぶ
じ
・
・
・
?
」

「
え
ぇ
」

「
・
・
・
よ
、
か
っ
た
・
・
・
」

　
そ
し
て
ま
た
、
意
識
を
失
っ
た

「
し
っ
か
り
し
て
!
椿
ー
ー
ー
!!
」

　
そ
こ
で
つ
ぼ
み
は
目
を
覚
ま
し
た
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「
今
の
は
一
体
・
・
・
?
」

　
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
・
・
・
・
・
・

　
・
・
・

【
第
１
３
話
　
真
実
が
明
か
さ
れ
ま
す
!
キ
ュ
ア
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
の
正
体
!!
】

　
つ
ぼ
み
と
え
り
か
、
ゆ
り
に
拒
絶
さ
れ
る

「
私
は
も
う
、
二
度
と
戦
わ
な
い
わ
」

　
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
・
・
・
・
・
・

　
・
・
・

【
第
３
０
話
　
ポ
プ
リ
が
家
出
!
い
つ
き
、
ボ
ロ
ボ
ロ
で
す
!!
】

　
い
つ
き
、
夢
に
出
て
来
た
女
性
の
一
人
が
ゆ
り
だ
と
知
る

「
ゆ
り
さ
ん
が
!?
・
・
・
で
も
、
夢
だ
と
も
う
一
人
・
・
・
会
っ
た
こ
と
あ
る
よ
う

な
・
・
・
?
」

（
い
つ
き
、
過
去
に
椿
と
面
識
あ
り
）

　
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
・
・
・
・
・
・

　
・
・
・

【
第
３
１
話
　
悲
し
み
の
正
体
!!
そ
れ
は
椿
さ
ん
で
し
た
・
・
・
】

　
つ
ぼ
み
、
植
物
園
で
ゆ
り
と
薫
子
の
話
を
偶
然
聞
く

「
椿
は
私
を
庇
っ
て
・
・
・
・
・
・
。
私
は
怖
い
・
・
・
・
・
・
戦
い
で
誰
か
が
傷

つ
く
の
が
・
・
・
」

　
つ
ぼ
み
、
ゆ
り
の
話
を
え
り
か
と
い
つ
き
に
置
き
換
え
て
考
え
る

（
こ
の
時
に
つ
ぼ
み
は
椿
の
存
在
を
知
る
）

　
後
日
の
朝
練
時
、
つ
ぼ
み
が
え
り
か
と
い
つ
き
に
聞
い
た
こ
と
と
、
自
分
が
考

え
た
事
を
話
す

（
こ
の
時
、
え
り
か
と
い
つ
き
は
も
う
一
人
の
女
性
が
椿
と
知
る
）

「
ま
さ
か
、
椿
さ
ん
が
・
・
・
」

　
話
を
聞
い
た
え
り
か
、
笑
い
な
が
ら

「
そ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
も
あ
た
し
は
気
に
し
な
い
か
ら
!
そ
れ
に
な
っ
た
と
し

て
も
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
強
く
な
っ
て
復
活
し
ち
ゃ
う
ん
だ
か
ら
!
」
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い
つ
き
も
賛
同

「
え
り
か
の
言
う
通
り
だ
よ
。
僕
た
ち
は
自
分
達
の
意
思
で
戦
う
こ
と
を
選
ん

だ
。
そ
れ
に
、
思
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
か
ぎ
り
、
僕
た
ち
は
何
度
で
も
立
ち
上

が
る
よ
」

「
え
り
か
、
い
つ
き
・
・
・
・
・
・
」

　
つ
ぼ
み
、
仲
間
の
絆
を
再
確
認
。
信
じ
る
強
さ
を
知
る

　
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
・
・
・
・
・
・

　
・
・
・

【
オ
リ
ジ
ナ
ル
話
　
つ
い
に
椿
さ
ん
と
対
面
で
す
!!
】

　
こ
の
日
、
つ
ぼ
み
達
三
人
は
た
ま
た
ま
植
物
園
に
来
て
い
た
椿
と
対
面
す
る
。

「
初
め
ま
し
て
で
す
ね
、
花
咲
つ
ぼ
み
さ
ん
。
私
が
日
々
樹
椿
で
す
」

「
ね
ぇ
、
椿
さ
ん
。
椿
さ
ん
っ
て
プ
リ
キ
ュ
ア
な
の
?
」

　
え
り
か
、
直
球
に
聞
く

「
そ
れ
を
聞
く
っ
て
こ
と
は
、
こ
こ
に
い
る
三
人
全
員
が
プ
リ
キ
ュ
ア
な
の
ね
。

え
ぇ
、
そ
う
で
し
た
よ
」

「
ど
う
し
て
過
去
形
な
ん
で
す
か
?
」

　
い
つ
き
が
問
う

「
私
は
、
ダ
ー
ク
プ
リ
キ
ュ
ア
に
変
身
に
必
要
な
プ
リ
キ
ュ
ア
の
種
を
砕
か
れ
た
。

そ
れ
に
、
シ
プ
レ
や
コ
フ
レ
な
ら
わ
か
る
で
し
ょ
う
。
私
の
心
の
花
が
枯
れ
て
い

る
の
が
」

「
え
っ
、
シ
プ
レ
本
当
な
ん
で
す
か
!?
」

「
そ
う
で
す
ぅ
。
椿
が
変
身
で
き
な
い
の
も
、
心
の
花
の
影
響
が
大
き
い
で
す
ぅ
」

　
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
・
・
・
・
・
・

　
・
・
・

【
第
３
３
話
　
キ
ュ
ア
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
、
キ
ュ
ア
コ
ス
モ
ス
、
つ
い
に
復
活
で
す
っ

!!
】

　
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
で
ゆ
り
の
心
の
花
が
枯
れ
て
い
る
の
を
知
っ
た
つ
ぼ
み
達

　
薫
子
、
つ
ぼ
み
達
に
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
話
す

　
つ
ぼ
み
、
仲
間
の
絆
と
信
じ
る
強
さ
を
口
に
す
る
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後
日
、
心
の
大
樹
に
呼
ば
れ
た
、
ゆ
り
、
椿

　
時
を
同
じ
く
し
て
、
妙
な
胸
騒
ぎ
を
感
じ
た
ダ
ー
ク
プ
リ
キ
ュ
ア
が
三
幹
部
を

引
き
連
れ
て
植
物
園
の
付
近
に
現
れ
る

　
つ
ぼ
み
達
は
、
此
処
は
自
分
達
に
任
せ
て
ゆ
り
と
椿
に
早
く
大
樹
へ
行
く
よ
う

に
促
す

　
つ
ぼ
み
、
ゆ
り
と
椿
に
ゆ
り
の
話
を
聞
い
て
思
っ
た
事
、
考
え
た
事
、
そ
し
て

仲
間
の
絆
と
信
じ
る
強
さ
を
語
る

　
ゆ
り
、
コ
ロ
ン
と
椿
、
サ
シ
ェ
は
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
を
使
い
心
の
大
樹
へ
ワ
ー
プ

　
妖
精
と
大
樹
に
論
さ
れ
、
大
樹
に
再
び
プ
リ
キ
ュ
ア
に
な
り
た
い
と
強
く
願
う

　
一
方
そ
の
頃
、
ブ
ロ
ッ
サ
ム
達
は
ダ
ー
ク
プ
リ
キ
ュ
ア
に
苦
戦
を
強
い
ら
れ
る

　
そ
こ
へ
、
心
の
大
樹
の
力
で
ゆ
り
と
椿
が
現
れ
る

「
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
、
コ
ス
モ
ス
、
今
度
は
貴
様
ら
が
相
手
か
?
」

「
え
ぇ
」

「
今
更
変
身
出
来
な
い
貴
様
ら
に
、
何
が
で
き
る
?
」

「
で
き
る
わ
。
私
達
は
も
う
、
今
ま
で
の
私
達
じ
ゃ
な
い
わ
」

　
二
人
は
つ
ぼ
み
達
を
見
て

「
私
達
は
チ
ェ
ン
ジ
し
た
の
」

　
微
笑
み
な
が
ら
言
っ
た

「
ゆ
り
さ
ん
っ
!
椿
さ
ん
っ
!
」

「
だ
が
、
例
え
変
わ
っ
た
と
し
て
も
貴
様
一
人
で
私
の
相
手
に
な
る
と
言
う
の
か

?
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
」

「
い
い
え
。
チ
ェ
ン
ジ
し
た
私
一
人
じ
ゃ
貴
女
に
は
勝
て
な
い
」

　
ダ
ー
ク
プ
リ
キ
ュ
ア
を
強
く
見
据
え
な
が
ら

「
だ
か
ら
私
は
、
大
切
な
仲
間
と
一
緒
に
戦
う
の
よ
」

（
こ
の
時
枯
れ
て
い
た
二
人
の
心
の
花
が
復
活
）

「
面
白
い
。
だ
が
ど
う
だ
?
頼
み
の
三
人
は
こ
の
様
。
コ
ス
モ
ス
と
て
同
じ
」

「
い
い
え
、
違
う
わ
。
私
達
は
知
っ
た
の
。
信
じ
る
強
さ
を
、
仲
間
の
絆
を
!
」

「「
プ
リ
キ
ュ
ア
・
オ
ー
プ
ン
マ
イ
・
ハ
ー
ト
!
」」

　
戦
士
復
活

「
月
光
に
冴
え
る
一
輪
の
花
、
キ
ュ
ア
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
!
」

「
宇
宙
に
花
開
く
一
輪
の
花
!
キ
ュ
ア
コ
ス
モ
ス
!
」
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「
全
て
の
心
が
満
ち
る
ま
で
、
私
は
戦
い
続
け
る
!
」

　
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
・
・
・
・
・
・

　
・
・
・

【
第
３
４
話
　
す
ご
い
パ
ワ
ー
で
す
!
キ
ュ
ア
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
!!
キ
ュ
ア
コ
ス
モ

ス
!!
】

「
コ
ス
モ
ス
、
私
が
ダ
ー
ク
プ
リ
キ
ュ
ア
の
相
手
を
す
る
わ
」

「
わ
か
っ
た
わ
。
な
ら
、
私
は
あ
な
た
達
の
相
手
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
」

　
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
は
ダ
ー
ク
プ
リ
キ
ュ
ア
の
前
に
、
コ
ス
モ
ス
は
三
幹
部
の
前
に

立
っ
た

　
激
闘
の
末
に
ダ
ー
ク
プ
リ
キ
ュ
ア
を
退
け
た
ム
ー
ン
ラ
イ
ト

　
手
の
平
を
捻
る
よ
う
に
三
幹
部
を
退
け
た
コ
ス
モ
ス

　
そ
の
実
力
を
目
に
し
た
三
人
は
先
輩
プ
リ
キ
ュ
ア
の
強
さ
に
目
を
輝
か
せ
て

い
た

　
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
・
・
・
・
・
・

　
・
・
・

【
以
後
の
流
れ
】

　
３
５
話
：
も
も
か
と
一
緒
に
文
化
祭
の
準
備

　
３
６
話
：
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
参
加
。
も
も
か
と
一
緒
に
登
場
!

「
い
ぇ
ー
い
!
」

「
ふ
ふ
ふ
」

　
ゆ
り
、
い
つ
き
、
も
も
か
、
椿
の
４
シ
ョ
ッ
ト

　
３
７
話
：
試
練
を
受
け
る

　
そ
の
時
に
タ
ク
ト
が
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

（
タ
ク
ト
の
ま
ま
だ
け
ど
、
シ
ー
ル
ド
を
張
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
）

　
３
８
話
：
ス
ー
パ
ー
シ
ル
エ
ッ
ト
に
変
身

　
順
番
的
に
は
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
の
後
だ
け
ど
、
位
置
的
に
は
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
の
横

　
４
１
話
：
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
し
て
子
供
達
に
ね
だ
ら
れ
る

　
４
３
話
：
花
屋
の
手
伝
い

　
４
６
話
：
ス
ナ
ッ
キ
ー
達
の
相
手
を
引
き
受
け
、
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
と
ブ
ロ
ッ
サ
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ム
を
先
に
行
か
せ
る

　
４
７
話
：
ち
ょ
う
ど
ダ
ー
ク
プ
リ
キ
ュ
ア
に
勝
利
し
た
と
き
に
追
い
つ
く

　
ダ
ー
ク
プ
リ
キ
ュ
ア
と
サ
バ
ー
ク
博
士
の
正
体
に
驚
く

「
・
・
・
そ
ん
な
・
・
・
・
・
・
嘘
で
し
ょ
・
・
・
」

　
４
８
話
：
月
影
博
士
を
助
け
る

　
４
９
話
：
全
員
で
無
限
シ
ル
エ
ッ
ト
へ

　【
映
画
：
花
の
都
編
】

　
基
本
的
に
ゆ
り
と
行
動

　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
は
露
出
が
少
し
多
い
デ
ザ
イ
ン
の
服
で
、
髪
を
お
ろ

し
て
い
る
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本
編
後
日
談

　　
砂
漠
の
使
徒
撃
退
か
ら
半
年
。

　
無
事
、
地
球
を
元
の
姿
に
戻
す
こ
と
が
で
き
た
プ
リ
キ
ュ
ア
た
ち
は
、
戦
い
と

は
無
縁
の
日
常
を
過
ご
し
て
い
た
。

　
そ
の
日
常
の
な
か
で
あ
っ
て
も
、
わ
ず
か
な
変
化
は
あ
っ
た
。

　
そ
の
一
つ
が
、
無
事
に
誕
生
し
た
つ
ぼ
み
の
妹
、
ふ
た
ば
だ
っ
た
。

　
そ
の
日
も
、
え
り
か
は
つ
ぼ
み
を
待
つ
間
、
み
ず
き
に
抱
っ
こ
さ
れ
て
い
る
ふ

た
ば
の
頬
を
ふ
に
ふ
に
と
つ
つ
き
な
が
ら
、
だ
ら
し
な
い
顔
を
さ
ら
し
て
い
た
。

　
つ
ぼ
み
「
お
待
た
せ
し
ま
し
た
ぁ
…
…
え
り
か
?
」

　
え
り
か
「
お
ぉ
、
つ
ぼ
み
!!
」

　
つ
ぼ
み
「
お
ぉ
、
つ
ぼ
み
!!
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
!!
い
く
ら
、
ふ
た
ば
が
可
愛
い

か
ら
っ
て
ほ
っ
ぺ
た
つ
つ
き
す
ぎ
で
す
!!
」

　
本
当
は
自
分
も
つ
っ
つ
き
た
い
の
だ
が
、
そ
れ
を
我
慢
し
て
い
る
こ
と
を
、
半

分
涙
目
に
な
り
な
が
ら
話
す
が
、
え
り
か
は
そ
ん
な
こ
と
は
ま
っ
た
く
気
に
す
る

様
子
は
な
く
、
つ
い
、
と
い
い
な
が
ら
こ
め
か
み
を
か
い
て
い
た
。

　
そ
ん
な
や
り
と
り
を
し
つ
つ
、
二
人
は
一
緒
に
通
学
路
を
歩
き
始
め
た
。

　
二
人
は
道
中
で
い
つ
き
と
合
流
し
、
町
を
一
望
で
き
る
丘
へ
と
む
か
っ
た
。

　
な
お
、
砂
漠
の
使
徒
を
倒
し
て
か
ら
、
い
つ
き
は
髪
を
伸
ば
し
、
制
服
も
白
の

学
ラ
ン
か
ら
女
子
の
制
服
へ
と
変
え
て
い
た
た
め
、
す
っ
か
り
美
少
女
に
な
っ
て

い
た
。

　
一
面
、
砂
漠
だ
っ
た
町
が
元
の
姿
に
光
景
を
見
て
、
え
り
か
は
ど
や
顔
に
な
り

な
が
ら
、
胸
を
張
っ
た
。

　
え
り
か
「
あ
た
し
た
ち
は
す
ご
い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
!
世
界
が
い
ま
輝
い

て
い
る
の
は
、
あ
た
し
た
ち
の
お
か
げ
!!
た
っ
た
十
四
歳
の
少
女
が
、
地
球
を

救
っ
て
し
ま
っ
た
!!
」

　
な
ん
て
言
っ
て
い
た
。

　
い
つ
き
「
…
…
ま
だ
言
っ
て
る
よ
」

　
つ
ぼ
み
「
わ
た
し
、
聞
き
す
ぎ
て
堪
忍
袋
の
緒
が
切
れ
そ
う
で
す
」

　
最
後
の
戦
い
が
終
わ
っ
て
か
ら
半
年
。

　
え
り
か
は
ず
っ
と
こ
ん
な
調
子
だ
っ
た
。
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も
っ
と
も
、
つ
ぼ
み
も
い
つ
き
も
、
最
初
は
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
た
の

だ
が
、
す
で
に
踏
ん
切
り
が
つ
い
た
ら
し
く
、
え
り
か
の
よ
う
な
感
動
は
も
う
な

い
よ
う
だ
が
。

　
え
り
か
「
な
に
よ
ー
ー
っ
!
つ
ぼ
み
と
い
つ
き
だ
っ
て
、
こ
な
い
だ
ま
で
あ
た

し
と
同
じ
こ
と
言
っ
て
た
じ
ゃ
ん
!!
言
っ
て
た
じ
ゃ
ん
!!
無
限
の
愛
だ
よ
!!
地

球
を
救
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
よ
!!
あ
た
し
の
人
生
、
こ
れ
以
上
何
が
あ
る
っ
て
い
う

の
?!
悩
ん
じ
ゃ
う
な
ぁ
!!
」

　
確
か
に
、
つ
ぼ
み
と
い
つ
き
も
、
え
り
か
と
一
緒
に
な
っ
て
同
じ
こ
と
を
し
て

い
た
。

　
だ
が
、
つ
ぼ
み
と
い
つ
き
は
も
う
そ
の
こ
と
に
囚
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
そ
ん
な
え
り
か
に
、
冷
た
い
ツ
ッ
コ
ミ
が
入
っ
た
。

　
ゆ
り
「
え
り
か
、
ま
だ
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
る
の
?
」

　
椿
「
い
つ
ま
で
も
そ
う
言
っ
て
い
る
と
、
も
も
か
に
笑
わ
れ
る
よ
?
」

　
え
り
か
「
…
…
す
み
ま
せ
ん
」

　
声
が
し
た
方
へ
視
線
を
向
け
る
と
、
そ
こ
に
は
、
シ
プ
レ
と
コ
フ
レ
を
抱
き
か

か
え
て
い
る
ゆ
り
の
姿
と
、
隣
で
同
じ
く
ポ
プ
リ
と
サ
シ
ェ
を
抱
い
て
い
る
椿
の

姿
が
あ
っ
た
。

　
ち
な
み
に
、
コ
ロ
ン
は
ゆ
り
の
右
肩
い
る
。

　
さ
す
が
に
、
ゆ
り
の
ツ
ッ
コ
ミ
に
は
、
え
り
か
も
素
直
に
頭
を
下
げ
て
謝
罪
し

た
。

　
戦
い
の
後
、
シ
プ
レ
た
ち
パ
ー
ト
ナ
ー
の
妖
精
は
枯
れ
て
し
ま
っ
た
心
の
大
樹

の
根
元
に
芽
生
え
た
心
の
大
樹
の
新
芽
を
守
護
し
、
育
む
役
割
を
担
う
こ
と
に

な
っ
た
の
だ
。

　
つ
ぼ
み
「
シ
プ
レ
、
心
の
大
樹
は
ど
う
で
し
た
か
?
」

　
シ
プ
レ
「
す
く
す
く
育
っ
て
る
で
す
ぅ
。
こ
の
ペ
ー
ス
な
ら
、
一
か
月
も
し
な

い
で
普
通
の
木
と
同
じ
大
き
さ
に
な
る
は
ず
で
す
ぅ
」

　
シ
プ
レ
の
そ
の
言
葉
に
、
つ
ぼ
み
は
安
堵
し
た
よ
う
に
微
笑
み
を
浮
か
べ
た
。

　
そ
れ
を
見
た
ゆ
り
は
、
大
樹
が
い
ま
も
漂
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
快
晴
の
空
を
見

上
げ
た
。

　
ゆ
り
「
い
ま
ま
で
は
、
心
の
大
樹
が
わ
た
し
た
ち
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
た
け

れ
ど
、
こ
れ
か
ら
は
わ
た
し
た
ち
が
心
の
大
樹
を
育
て
て
見
守
っ
て
い
く
の
よ

12



…
…
だ
か
ら
、
い
つ
ま
で
も
無
限
の
愛
や
無
限
の
力
に
頼
っ
て
ば
か
り
じ
ゃ
だ
め

…
…
自
分
の
人
生
な
ん
だ
か
ら
」

　
え
り
か
「
…
…
し
か
し
、
人
生
と
は
…
…
な
ん
と
も
深
い
っ
し
ゅ
」

　
ゆ
り
の
言
葉
に
、
え
り
か
は
深
く
考
え
込
む
よ
う
な
顔
を
し
な
が
ら
そ
う
呟

く
。

　
椿
「
え
り
か
ち
ゃ
ん
に
は
一
流
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
る
っ
て
夢

が
あ
る
で
し
ょ
う
」

　
え
り
か
「
お
ぉ
!!
そ
う
だ
っ
た
!!
」

　
つ
ぼ
み
「
わ
た
し
は
、
え
り
か
の
夢
、
精
い
っ
ぱ
い
応
援
し
ま
す
!!
」

　
い
つ
き
「
ぼ
く
も
!
」

　
サ
シ
ェ
「
サ
シ
ェ
も
!
」

　
シ
プ
レ
「
シ
プ
レ
も
!
」

　
コ
フ
レ
「
コ
フ
レ
も
!
」

　
ポ
プ
リ
「
ポ
プ
リ
も
で
し
ゅ
!!
」

　
つ
ぼ
み
と
い
つ
き
の
応
援
宣
言
に
の
っ
か
り
、
妖
精
た
ち
も
混
ざ
っ
て
応
援
宣

言
を
し
た
。

　
そ
ん
な
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
様
子
を
横
目
で
見
て
い
た
ゆ
り
と
椿
の
方
へ
、

つ
ぼ
み
は
視
線
を
向
け
た
。

　
つ
ぼ
み
「
ゆ
り
さ
ん
と
椿
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
ん
で
す
か
?
」

　
ゆ
り
「
わ
た
し
?
」

　
椿
「
…
…
?
」

　
つ
ぼ
み
「
は
い
!
」

　
ゆ
り
「
わ
た
し
の
夢
…
…
わ
た
し
も
、
自
分
の
人
生
、
考
え
な
い
と
ね
…
…
」

　
ま
だ
、
具
体
的
に
何
を
や
り
た
い
の
か
は
決
め
て
い
な
い
。

　
な
に
し
ろ
、
今
ま
で
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
余
裕
な
ど
、
微
塵
も
な
か
っ
た
の

だ
か
ら
。

　
ゆ
り
「
け
れ
ど
、
ま
ず
は
…
…
お
父
さ
ん
と
の
時
間
を
大
切
に
し
た
い
わ
…
…

新
し
い
家
族
も
、
ね
」

　
デ
ュ
ー
ン
と
の
決
戦
か
ら
帰
還
し
た
英
明
は
、
月
影
家
へ
戻
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
事
情
は
、
春
菜
に
だ
け
は
真
実
を
伝
え
た
い
と
い
う
英
明
の
た
っ
て
の
希
望
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で
、
ゆ
り
は
自
分
が
プ
リ
キ
ュ
ア
で
あ
っ
た
こ
と
を
話
し
、
英
明
は
研
究
に
行
き

詰
ま
っ
た
心
の
弱
さ
を
利
用
さ
れ
、
砂
漠
の
使
徒
に
洗
脳
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明

か
し
た
。

　
意
外
に
も
、
春
菜
は
そ
の
こ
と
を
受
け
入
れ
、
理
解
し
て
く
れ
た
た
め
、
話
は

そ
れ
以
上
こ
じ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
む
し
ろ
、
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
ゆ
り
が
口
に
し
た
『
新
し
い
家
族
』
の
こ
と

だ
っ
た
。

　
戦
い
か
ら
数
週
間
後
、
妖
精
達
が
心
の
大
樹
の
幼
樹
の
側
で
一
人
の
少
女
を
見

つ
け
た
の
だ
。

　
春
菜
に
は
、
前
述
述
べ
た
よ
う
に
全
て
話
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
少
女
が
英
明

が
造
っ
た
ダ
ー
ク
プ
リ
キ
ュ
ア
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
事
を
話
、
ゆ
り
の
妹
で

あ
る
と
教
え
た
。

　
当
然
、
春
菜
は
困
惑
し
た
が
、
こ
れ
ま
た
す
ん
な
り
と
、
少
し
嬉
し
そ
う
に
し

な
が
ら
受
け
入
れ
て
く
れ
た
。

　
ち
な
み
に
、
何
故
ダ
ー
ク
プ
リ
キ
ュ
ア
が
転
生
し
た
か
と
い
う
と
、
心
の
大
樹

が
最
後
の
力
で
転
生
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
つ
ぼ
み
達
と
薫
子
の

考
え
だ
。

　
と
も
あ
れ
、
よ
う
や
く
戻
っ
て
き
た
父
親
と
新
し
く
迎
え
た
家
族
と
の
時
間
を

大
切
に
す
る
。

　
そ
れ
が
い
ま
の
と
こ
ろ
、
ゆ
り
が
や
り
た
い
こ
と
だ
っ
た
。

　
椿
「
私
は
…
…
植
物
学
者
に
な
り
た
い
」

　
ゆ
り
「
マ
ジ
シ
ャ
ン
じ
ゃ
な
く
て
?
」

　
椿
「
う
ん
。
確
か
に
、
兄
さ
ん
が
芸
能
界
に
出
て
い
る
け
れ
ど
、
私
は
植
物
が

好
き
な
の
。
だ
か
ら
、
特
技
を
活
か
し
た
い
な
っ
て
」

　
椿
は
自
分
の
特
技
：
ポ
プ
リ
作
り
を
活
か
し
た
い
と
言
う
。
実
は
お
世
辞
無
し

に
椿
が
作
っ
た
ポ
プ
リ
は
見
た
目
も
香
り
も
良
い
。

　
そ
れ
を
聞
い
て
、
他
の
四
人
も
椿
に
ピ
ッ
タ
リ
と
感
じ
た
。

　
二
人
の
言
葉
を
聞
い
て
、
い
つ
き
も
自
分
が
こ
れ
か
ら
ど
う
し
た
い
の
か
を
口

に
し
た
。

　
い
つ
き
「
ボ
ク
は
、
そ
う
だ
な
…
…
明
堂
院
流
の
道
場
を
続
け
な
が
ら
、
い
ろ

ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
な
」
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え
り
か
「
た
と
え
ば
?
」

　
具
体
的
に
ど
う
す
る
の
か
気
に
な
っ
た
の
か
、
え
り
か
が
そ
う
問
い
か
け
る

と
、
い
つ
き
は
に
っ
こ
り
と
微
笑
み
な
が
ら
返
し
た
。

　
い
つ
き
「
そ
れ
は
秘
密
だ
よ
」

　
え
り
か
「
教
え
て
く
れ
た
っ
て
い
い
じ
ゃ
ん
…
…
つ
ぼ
み
は
?
」

　
つ
ぼ
み
「
わ
た
し
は
、
も
う
一
度
、
宇
宙
に
行
き
た
い
で
す
!
今
度
は
、
自
分

の
力
で
!!
」

　
そ
れ
は
、
あ
の
決
戦
の
あ
と
に
な
っ
て
見
つ
け
た
、
つ
ぼ
み
の
夢
だ
っ
た
。

　
だ
が
、
単
に
宇
宙
に
行
き
た
い
わ
け
で
は
な
い
。

　
つ
ぼ
み
に
は
、
宇
宙
に
行
っ
て
、
や
り
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
。

　
─
─
そ
し
て
、
で
き
る
な
ら
…
…
草
も
花
も
な
い
宇
宙
に
、
少
し
で
も
花
を
咲

か
せ
た
い
…
…

　
あ
の
決
着
の
一
撃
を
、
自
分
の
想
い
を
込
め
た
拳
を
デ
ュ
ー
ン
に
打
ち
こ
ん
だ

と
き
、
ブ
ロ
ッ
サ
ム
は
心
の
種
を
、
デ
ュ
ー
ン
の
心
に
植
え
付
け
た
。

　
そ
れ
を
受
け
取
っ
た
デ
ュ
ー
ン
が
去
り
際
に
振
り
向
い
た
と
き
、
そ
の
表
情

は
、
い
ま
ま
で
見
せ
た
こ
と
の
な
い
、
穏
や
か
で
、
優
し
い
微
笑
み
を
浮
か
べ
て

い
た
。

　
─
─
せ
め
て
、
そ
う
す
れ
ば
…
…

　
き
っ
と
、
こ
れ
以
上
、
デ
ュ
ー
ン
の
よ
う
に
憎
し
み
を
無
意
味
に
振
り
ま
く
存

在
に
、
愛
を
芽
生
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
う
な
る
こ
と
が
、
い
や
、
そ
う
す
る
こ
と
が
、
つ
ぼ
み
が
見
つ
け
た
、
自
分

の
夢
だ
っ
た
。

　
だ
が
、
今
回
の
戦
い
を
通
じ
て
、
い
や
、
デ
ュ
ー
ン
と
サ
ラ
マ
ン
ダ
ー
男
爵
と

出
会
っ
て
、
彼
ら
の
憎
し
み
と
悲
し
み
に
触
れ
た
。

　
そ
し
て
、
そ
れ
は
彼
ら
だ
け
で
は
な
い
、
お
そ
ら
く
こ
の
地
球
上
の
ど
こ
か
で
、

誰
か
が
抱
え
て
い
る
痛
み
で
も
あ
る
。

　
そ
し
て
、
そ
の
痛
み
が
あ
る
か
ら
、
人
は
争
い
、
奪
い
あ
う
。
そ
こ
か
ら
ま
た

悲
し
み
と
憎
し
み
の
連
鎖
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
。

　
そ
の
果
て
に
あ
る
も
の
を
、
デ
ュ
ー
ン
は
見
せ
て
く
れ
た
。

　
な
ら
、
そ
れ
を
少
し
で
も
遅
ら
せ
る
た
め
に
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
し
た
い
。

　
つ
ぼ
み
は
そ
う
自
分
の
夢
を
告
げ
た
。
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え
り
か
「
あ
た
し
も
応
援
す
る
よ
!
」

　
い
つ
き
「
ぼ
く
も
応
援
す
る
よ
!
」

　
シ
プ
レ
「
シ
プ
レ
も
で
す
ぅ
!
」

　
コ
フ
レ
「
コ
フ
レ
も
!
」

　
ポ
プ
リ
「
ポ
プ
リ
も
で
し
ゅ
!
」

　
ゆ
り
と
椿
も
、
言
葉
に
は
出
さ
な
い
が
優
し
い
暖
か
い
目
で
つ
ぼ
み
達
を
見
て

い
る
。

　
そ
の
場
に
は
、
彼
女
た
ち
の
夢
を
応
援
す
る
か
の
よ
う
に
、
春
風
が
優
し
く
吹

き
抜
け
て
行
っ
た
。
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顔
合
わ
せ
　
Ｍ
ａ
ｘ
Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ
〜
フ
レ
ッ
シ
ュ
ま
で

　　
ゆ
り
と
椿
が
プ
リ
キ
ュ
ア
と
し
て
復
活
し
た
数
週
間
後
。

　
ハ
ー
ト
キ
ャ
ッ
チ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
希
望
ヶ
花
市
の
と
あ
る
丘
に
来
て
い
た
。

　
そ
こ
に
は
、
多
く
の
少
女
達
が
集
ま
っ
て
お
り
、
至
極
楽
し
げ
に
話
を
し
て
い

た
。

　
つ
ぼ
み
「
お
ー
い
!
」

　
な
ぎ
さ
「
お
〜
い
!
つ
ぼ
み
〜
、
え
り
か
〜
!!
」

　
え
り
か
「
お
〜
い
!
」

　
つ
ぼ
み
「
お
久
し
ぶ
り
で
す
!
皆
さ
ん
!!
」

　
つ
ぼ
み
が
手
を
振
る
と
、
そ
れ
に
気
づ
い
た
少
女
達
が
振
り
返
す
。
そ
れ
に
応

え
る
よ
う
に
、
え
り
か
と
つ
ぼ
み
が
手
を
振
っ
た
。

　
そ
の
先
に
は
、
十
人
ほ
ど
の
少
女
た
ち
と
三
人
の
青
年
が
い
た
。

　
少
女
た
ち
と
合
流
し
た
つ
ぼ
み
と
え
り
か
は
、
い
つ
き
と
ゆ
り
、
椿
の
三
人
と

引
き
合
わ
せ
た
。

　
い
つ
き
「
初
め
ま
し
て
、
明
堂
院
い
つ
き
で
す
」

　
ゆ
り
「
月
影
ゆ
り
よ
」

　
椿
「
日
々
樹
椿
で
す
」

　
え
り
か
「
ち
な
み
に
、
ゆ
り
さ
ん
と
椿
さ
ん
は
高
校
生
っ
し
ゅ
!
」

　
え
り
か
の
補
足
に
、
少
女
た
ち
は
驚
愕
の
声
を
あ
げ
た
。

　
ゆ
り
と
椿
は
高
校
生
に
し
て
は
大
人
び
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
か
ら
、
な
の
だ

そ
う
だ
が
。

　
も
っ
と
も
、
メ
ン
バ
ー
の
な
か
に
も
年
相
応
に
見
え
な
い
人
も
い
る
た
め
、
深

く
は
追
求
し
な
か
っ
た
が
。

　
三
人
が
自
己
紹
介
を
終
え
る
と
、
い
か
に
も
元
気
が
取
り
柄
の
ス
ポ
ー
ツ
系
の

雰
囲
気
を
ま
と
っ
て
い
る
少
女
─
─
美
墨
な
ぎ
さ
か
ら
、
自
己
紹
介
が
始
ま
っ

た
。

　
十
五
人
の
少
女
た
ち
と
、
三
人
の
青
年
が
簡
単
な
自
己
紹
介
を
終
わ
ら
せ
る

と
、
ゆ
り
は
つ
ぼ
み
と
え
り
か
に
視
線
を
向
け
た
。

　
ゆ
り
「
そ
れ
で
?
あ
な
た
た
ち
と
こ
の
人
達
は
ど
う
い
う
つ
な
が
り
な
の
か
し

ら
??
」
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つ
ぼ
み
「
そ
れ
は
で
す
ね
…
…
」

　
え
り
か
「
聞
い
て
驚
く
な
か
れ
!!
な
ぎ
さ
た
ち
は
な
ん
と
…
…
」

　
い
つ
き
「
な
ん
と
?
」

　
つ
ぼ
み
・
え
り
か
「「
先
輩
プ
リ
キ
ュ
ア
な
ん
で
す
!!
」」

　
つ
ぼ
み
と
え
り
か
が
同
時
に
驚
愕
の
事
実
を
口
に
し
た
が
、
椿
と
ゆ
り
は
大
し

て
動
揺
し
な
か
っ
た
。

　
む
し
ろ
、
い
つ
き
に
つ
い
て
は
疑
問
符
を
浮
か
ん
で
い
た
た
め
、
そ
ち
ら
の
ほ

う
が
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　
い
つ
き
「
…
…
あ
れ
?
小
々
田
さ
ん
と
夏
さ
ん
、
シ
ロ
ー
さ
ん
は
??
」

　
小
々
田
「
は
は
は
…
…
僕
た
ち
は
ね
」

　
い
つ
き
の
言
葉
に
そ
う
返
す
と
、
小
々
田
た
ち
の
体
か
ら
煙
が
立
ち
上
っ
た
。

　
煙
の
中
か
ら
、
白
と
茶
色
、
オ
レ
ン
ジ
の
毛
玉
が
飛
び
だ
す
と
、
椿
の
胸
元
に

飛
び
つ
い
て
き
た
。

　
コ
コ
「
コ
コ
達
は
プ
リ
キ
ュ
ア
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
妖
精
な
ん
だ
コ
コ
!
」

　
ナ
ッ
ツ
「
改
め
て
、
ナ
ッ
ツ
ナ
ツ
!
」

　
シ
ロ
ッ
プ
「
シ
ロ
ッ
プ
だ
ロ
プ
!
」

　
妖
精
と
な
っ
た
、
と
い
う
よ
り
も
本
来
の
姿
に
戻
っ
た
コ
コ
た
ち
は
椿
に
受
け

止
め
ら
れ
な
が
ら
、
自
己
紹
介
し
た
。

　
す
る
と
、
く
る
み
も
歩
み
寄
っ
て
き
て
。

　
く
る
み
「
実
は
わ
た
し
も
…
…
」

　
と
言
っ
た
瞬
間
、
ポ
ン
ッ
、
と
音
を
立
て
て
煙
が
立
ち
上
っ
た
。

　
ま
さ
か
、
と
椿
は
思
い
当
た
っ
た
が
、
予
想
通
り
。

　
煙
の
中
か
ら
コ
コ
よ
り
も
白
い
毛
玉
が
飛
び
だ
し
て
き
て
椿
の
肩
に
飛
び

乗
っ
た
。

　
ミ
ル
ク
「
ミ
ル
ク
も
妖
精
な
ん
だ
ミ
ル
!
」

　
椿
「
コ
コ
さ
ん
達
は
何
と
な
く
察
し
て
い
ま
し
た
が
、
く
る
み
さ
ん
ま
で
と
は

…
…
」

　
い
き
な
り
四
匹
の
妖
精
に
抱
き
着
か
れ
、
椿
は
困
惑
し
な
が
ら
そ
う
つ
ぶ
や
い

た
。

　
い
つ
き
「
う
わ
ぁ
!
」

　
ゆ
り
「
あ
ら
可
愛
」
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す
る
と
、
な
ぎ
さ
が
何
か
を
思
い
つ
い
た
よ
う
で
。

　
な
ぎ
さ
「
そ
う
だ
!
つ
い
で
だ
か
ら
、
メ
ッ
プ
ル
た
ち
も
出
て
来
た
ら
?
」

　
ほ
の
か
「
そ
う
ね
!
」

　
な
ぎ
さ
の
親
友
、
ほ
の
か
が
そ
れ
に
同
意
す
る
と
、
な
ぎ
さ
と
ほ
の
か
、
ひ
か

り
、
咲
と
舞
か
ら
何
か
が
飛
び
だ
し
て
き
て
、
椿
の
方
へ
と
飛
び
つ
い
て
き
た
。

　
メ
ッ
プ
ル
「
メ
ッ
プ
ル
メ
ポ
!
よ
ろ
し
く
メ
ポ
!!
」

　
ミ
ッ
プ
ル
「
ミ
ッ
プ
ル
ミ
ポ
」

　
ポ
ル
ン
「
ポ
ル
ン
だ
ポ
ポ
!
」

　
ル
ル
ン
「
ル
ル
ン
ル
ル
!
」

　
フ
ラ
ッ
ピ
「
フ
ラ
ッ
ピ
だ
ラ
ピ
」

　
チ
ョ
ッ
ピ
「
チ
ョ
ッ
ピ
チ
ョ
ピ
!
」

　
ム
ー
プ
「
ム
ー
プ
ム
プ
」

　
フ
ー
プ
「
フ
ー
プ
フ
プ
!
」

　
シ
フ
ォ
ン
「
キ
ュ
ア
キ
ュ
ア
、
プ
リ
プ
〜
」

　
タ
ル
ト
「
ワ
イ
は
タ
ル
ト
い
い
ま
す
ね
ん
。
こ
の
子
は
シ
フ
ォ
ン
。
よ
ろ
し
ゅ

う
た
の
ん
ま
す
!
」

　
椿「
…
…
な
ん
で
関
西
弁
?
あ
と
、申
し
訳
な
い
の
だ
け
れ
ど
、降
り
て
も
ら
っ

て
も
い
い
か
し
ら
?
」

　
そ
れ
な
り
に
力
持
ち
（
怪
力
）
と
は
い
え
、
か
な
り
の
数
の
妖
精
が
抱
き
着
い

て
い
た
の
で
、
両
腕
に
か
か
る
負
担
が
大
き
く
て
仕
方
が
な
い
。

　
椿
の
頼
み
を
聞
き
入
れ
て
、
妖
精
た
ち
は
足
も
と
に
飛
び
下
り
て
い
っ
た
。

　
ほ
っ
と
一
息
つ
い
た
瞬
間
、
椿
は
視
線
が
突
き
刺
さ
る
の
を
感
じ
て
、
振
り
向

い
た
。

　
す
る
と
、
そ
こ
に
は
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
う
ず
う
ず
と
震
え
て
い
る
い
つ
き
が

い
た
。

　
椿
「
…
…
?
」

　
い
つ
き
「
か
…
…
」

　
の
ぞ
み
「
か
?
」

　
い
つ
き
「
か
わ
い
い
ー
ー
ー
ー
ー
ー
っ
!!
う
わ
ぁ
、
み
ん
な
可
愛
い
よ
!!
」

　
キ
ー
ン
、
と
耳
鳴
り
が
す
る
よ
う
な
大
声
が
響
く
と
、
い
つ
き
は
し
ゃ
が
み
こ

ん
で
妖
精
た
ち
を
抱
き
し
め
た
。
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な
お
、
そ
の
大
音
量
の
一
番
の
被
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
、
一
番
近
く
に

い
た
椿
と
の
ぞ
み
は
、
両
耳
を
抑
え
て
、
う
ず
く
ま
る
の
だ
っ
た
。

　
の
ぞ
み
「
耳
が
痛
い
…
…
」

　
な
お
、
そ
の
様
子
を
見
て
い
た
つ
ぼ
み
と
え
り
か
、
ゆ
り
以
外
の
面
々
は
唖
然

と
し
て
い
た
。

　
こ
ま
ち
「
か
わ
い
い
も
の
が
好
き
な
男
の
子
っ
て
…
…
」

　
か
れ
ん
「
ち
ょ
っ
と
、
変
わ
っ
て
る
わ
ね
」

　
こ
ま
ち
が
苦
笑
し
な
が
ら
つ
ぶ
や
く
と
、
か
れ
ん
も
同
じ
く
苦
笑
し
な
が
ら
そ

う
返
し
た
。

　
そ
れ
が
聞
こ
え
た
ゆ
り
は
、
そ
う
で
も
な
い
わ
よ
、
と
前
置
き
し
て
。

　
ゆ
り
「
だ
っ
て
、
い
つ
き
は
女
の
子
だ
も
の
。
椿
、
大
丈
夫
?
」

　
椿
「
ど
う
に
か
…
…
い
わ
ゆ
る
、
男
装
の
麗
人
で
す
ね
。
の
ぞ
み
ち
ゃ
ん
も
大

丈
夫
?
」

　
の
ぞ
み
「
う
ぅ
…
…
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
す
…
…
」

　
ゆ
り
が
心
配
そ
う
に
声
を
か
け
る
と
、
椿
は
片
耳
を
お
さ
え
な
が
ら
で
は
あ
る

が
そ
う
答
え
、
の
ぞ
み
に
声
を
か
け
た
。

　
ゆ
り
と
椿
の
そ
の
言
葉
に
、
舞
が
苦
笑
を
浮
か
べ
て
、
宝
塚
以
外
で
初
め
て
目

に
し
ま
し
た
、
と
口
に
し
た
。

　
ち
な
み
に
、
妖
精
た
ち
を
も
ふ
も
ふ
し
て
い
る
い
つ
き
を
見
て
、
ほ
の
か
は
な

ぜ
か
う
ず
う
ず
と
し
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
に
気
づ
い
た
人
は
い
な
か
っ
た
。

　
え
り
か
「
そ
ん
な
の
は
ど
ー
で
も
い
い
!!
」

　
ふ
と
、
舞
の
返
し
に
突
然
、
え
り
か
が
大
声
を
上
げ
た
。

　
え
り
か
「
ゆ
り
さ
ん
は
と
も
か
く
、
な
ん
で
椿
さ
ん
も
驚
か
な
い
ん
で
す
か
!!
」

　
ど
う
や
ら
、
プ
リ
キ
ュ
ア
が
十
五
人
も
い
る
と
い
う
こ
と
に
、
二
人
が
驚
か
な

か
っ
た
こ
と
が
気
に
入
ら
な
い
ら
し
い
。

　
椿
「
私
た
ち
の
先
代
は
?
」

　
つ
ぼ
み
「
…
…
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て
な
い
よ
う
な
…
…
」

　
椿
「
ふ
ふ
…
…
。
私
た
ち
の
先
代
に
キ
ュ
ア
フ
ラ
ワ
ー
、
最
初
の
大
樹
の
プ
リ

キ
ュ
ア
は
キ
ュ
ア
ア
ン
ジ
ュ
。
つ
ま
り
、
こ
の
四
百
年
の
間
プ
リ
キ
ュ
ア
が
存
在

し
続
け
て
い
る
の
だ
か
ら
、
他
に
プ
リ
キ
ュ
ア
が
い
て
も
お
か
し
く
な
い
の
」

　
椿
は
し
っ
か
り
と
勉
強
が
苦
手
な
人
で
も
わ
か
る
よ
う
に
言
っ
た
。
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な
る
ほ
ど
!
と
言
っ
た
え
り
か
に
つ
ぼ
み
は
苦
笑
す
る
し
か
な
か
っ
た
。

　　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　　
森
の
中
を
散
策
し
な
が
ら
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
る
と
、
そ
う
い
え
ば
、
と

ラ
ブ
が
思
い
出
し
た
よ
う
に
、
い
つ
き
、
ゆ
り
、
椿
に
変
身
し
た
と
き
の
カ
ラ
ー

を
問
い
か
け
て
き
た
。

　
な
ぎ
さ
「
こ
う
な
っ
た
ら
、
三
人
が
黒
仲
間
で
あ
る
こ
と
に
期
待
し
て
!!
」

　
椿
「
…
…
こ
の
場
合
、
な
ん
て
言
っ
て
あ
げ
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
?
」

　
ゆ
り
「
見
せ
て
あ
げ
た
方
が
早
そ
う
ね
。
い
つ
き
、
妖
精
た
ち
を
も
ふ
も
ふ
は

そ
こ
ま
で
に
し
て
、
変
身
よ
」

　
い
つ
き
「
え
ぇ
…
…
う
ぅ
…
…
は
い
、
わ
か
り
ま
し
た
」

　
歩
き
な
が
ら
も
、
妖
精
を
も
ふ
も
ふ
し
て
い
た
い
つ
き
は
、
名
残
惜
し
そ
う
に

返
事
を
し
て
、
シ
ャ
イ
ニ
ー
パ
フ
ュ
ー
ム
を
取
り
だ
し
た
。

　
ゆ
り
は
コ
コ
ロ
ポ
ッ
ト
、
椿
は
コ
コ
ロ
パ
フ
ュ
ー
ム
を
取
り
出
し
、
コ
ロ
ン
と

サ
シ
ェ
に
視
線
を
送
っ
た
。

　
ポ
プ
リ
・
コ
ロ
ン
・
サ
シ
ェ
「「「
プ
リ
キ
ュ
ア
の
種
、
い
く
で
し
ゅ
っ
／
い
く

よ
／
い
く
な
の
!
」」」

　
い
つ
き
・
ゆ
り
・
椿
「「「
プ
リ
キ
ュ
ア
!
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ハ
ー
ト
!!
」」」

　
コ
ロ
ン
と
サ
シ
ェ
、
ポ
プ
リ
か
ら
プ
リ
キ
ュ
ア
の
種
が
飛
び
出
て
く
る
と
、
三

人
は
そ
れ
を
受
け
と
め
シ
ャ
イ
ニ
ー
パ
フ
ュ
ー
ム
と
コ
コ
ロ
ポ
ッ
ト
と
コ
コ
ロ

パ
フ
ュ
ー
ム
に
セ
ッ
ト
し
た
。

　
三
人
は
変
身
し
終
わ
る
と
、
高
ら
か
に
名
乗
っ
た
。

　
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
「
陽
の
光
浴
び
る
、
一
輪
の
花
!
キ
ュ
ア
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
!!
」

　
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
「
月
光
に
冴
え
る
一
輪
の
花
!
キ
ュ
ア
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
!!
」

　
コ
ス
モ
ス
「
宇
宙
に
花
開
く
一
輪
の
花
!
キ
ュ
ア
コ
ス
モ
ス
!!
」

『
お
ぉ
〜
〜
〜
〜
〜
っ
!!
』

　
三
人
の
変
身
に
、
つ
ぼ
み
、
え
り
か
以
外
は
目
を
輝
か
せ
て
い
た
。

　
彼
女
た
ち
が
共
通
し
て
抱
い
て
い
た
感
想
は
。

『
三
人
と
も
、
綺
麗
…
…
』

　
だ
っ
た
。
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ゆ
り
と
椿
が
高
校
生
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ど
こ
か
大
人
び
た
雰
囲
気
を
ま

と
っ
て
い
る
か
ら
そ
う
感
じ
た
の
だ
ろ
う
。
い
つ
き
も
同
様
に
。

　
が
、
こ
こ
で
一
つ
問
題
が
。

　
ほ
の
か
「
…
…
な
ぎ
さ
…
…
」

　
ひ
か
り
「
な
ぎ
さ
さ
ん
…
…
」

　
ほ
の
か
と
ひ
か
り
が
ひ
ど
く
落
ち
込
ん
で
い
る
な
ぎ
さ
に
視
線
を
向
け
て
い

た
。

　
黒
仲
間
か
も
し
れ
な
い
、
と
期
待
し
て
い
た
三
人
が
ま
っ
た
く
違
う
色
。

　
お
ま
け
に
、
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
と
コ
ス
モ
ス
に
至
っ
て
は
自
分
と
逆
の
色
に
近
い

銀
と
白
だ
っ
た
こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
ら
し
い
。

　
な
お
、
そ
の
愚
痴
を
聞
い
た
瞬
間
、
コ
ス
モ
ス
と
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
は
。

　
コ
ス
モ
ス
「（
…
…
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
は
銀
な
の
で
し
ょ
う
か
?
そ
れ
と
も
紫

?
）」

　
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
「（
紫
と
い
う
こ
と
で
い
い
と
思
う
わ
…
…
）」

　
コ
ス
モ
ス
「（
そ
れ
で
は
、
私
は
白
で
し
ょ
う
か
?
）」

　
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
「（
服
の
色
が
そ
う
な
ん
だ
か
ら
、
そ
う
な
の
で
は
な
い
か
し
ら

?
）」

　
ひ
そ
ひ
そ
と
自
分
た
ち
の
色
に
つ
い
て
、
話
し
合
っ
て
い
た
。

　
そ
の
間
、
な
ぎ
さ
は
ほ
か
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
も
慰
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、
再

起
す
る
ま
で
に
少
し
ば
か
り
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
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